


製造現場での問題に気づく「力（ちから）」を養い、
自ら考え行動する工場長を育成します。

経営の立場でモノづくりを考える

現場で活きる数々の知識を得る

現場の原理原則から、経営者のビジネス感覚までを
学びながら問題の本質に気づくカリキュラムです。

※1は、32社1グループ
※2は、16社1グループ

「気づく力」と「考え行動する力」を養います。

「実習」は、8社１グループで実施します。

「実践」は、４社１グループで実施します。

「ゼミ」は、32社１グループでグループ討議を交え実施します。

■入塾式　　　　 ■中間レビュー　　　　 ■報告会

■卒業式　　　　 ■パーソナル訪問

名古屋市立大学の講師を中心に産学官から経営者
を目指す人材を育成するカリキュラムです。

現場で

現場の原理
学びながら

66時間

72時間

14時間

計18時間

工場見学

3時間

辻本　治 、  太田　貢
名古屋工業大学
｢工場長養成塾｣非常勤講師

実習

ゼミ名

ゼミ名

※2 品質管理ゼミ

・４社で１グループを編成
 グループ単位で行動します。

各グループにチューター１名
チューター陣
名古屋工業大学「工場長養成塾」

・浅井　淳司　　・稲垣　寛　　　・井上　忠弘
・今田　隆　　　・太田　昌実　　・金子　茂博
・鎌田　一男   　・児嶋　辰彦　　・小高　和廣
・鈴木　堅弌　　・塚本　兼義　　・渡辺　英治

・グループの企業（工場）を
 持ち回りで訪問
 各企業（工場）を３回
 実践教室として使用します。

仁科　健　（名古屋工業大学　教　授）

※2 生産管理ゼミ 荒川雅裕　（名古屋工業大学　教　授）

※2 気づきの心理ゼミ 鷲見克典　（名古屋工業大学　教　授）

※1 イノベーションマネジメントゼミ 小竹暢隆　（名古屋工業大学　非常勤講師）

※2 ヒューマンエラーゼミ 神田幸治　（名古屋工業大学　准教授）

※1 ビジネスゲームゼミ 田中宏和　（静　岡　大　学　教　授）

※1 工場長基本ゼミ 塚本兼義　（名古屋工業大学　非常勤講師）

※1 設備管理ゼミ 萩原正弥　（名古屋工業大学　教　授）

※1 経済性工学ゼミ 小島貢利　（名古屋工業大学　准教授）

※2 後工程引取りゼミ 植村康一　（名古屋工業大学　非常勤講師）

※1 特別ゼミ 卒塾生

講　師

講　師

河合篤男　（名古屋市立大学　教　授）経営組織

余合　淳　（名古屋市立大学　准教授）経営組織･組織行動

大神正道　（名古屋市立大学　講　師）経営組織･技術マネジメント

山本奈央　（名古屋市立大学　講　師）経営戦略･マーケティング

出口将人　（名古屋市立大学　教　授）経営戦略

経営戦略･事業システム 下野由貴　（名古屋市立大学　准教授）

自社の財務諸表をみて経営改善を
考える（１）（２） 足立直樹　（名古屋工業大学　客員教授）

見学先未定優良企業工場見学

講　師実践カリキュラム進め方間

改善の効果を自らの手で習得する

模擬ラインを使って、現場で必要とされる基本動作を
効果的に習得し、動作改善、稼働率向上など
改善の効果を学ぶカリキュラムです。

間

実際の現場で問題と解決法を探る

塾生の工場を教室に使用することで、自社の現場での
実践を通じた成功体験を持つためのカリキュラムです。
強い工場づくりにつながる一歩を踏み出します。

場で ノ くりを考考える

学官か学官から経営ら経営者者講師を中心に産心に産学学
ムです。成するカリキュラ

学

自分の目で参考ポイントを探る

社会から高い評価を得ている企業トップの話と見学
から学ぶカリキュラムです。

１
日
目

製
造
中
核
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

経
営
中
核
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
日
目

ゼミ、実習、実践カリキュラムを通して
どこの現場にも共通する問題に気づき、
学び得た体験を自社の工場にあてはめ、
問題の発見能力を高める
「気づきのHow  To」を学びます。

・３ム（ムリ・ムラ・ムダ）の気づき講座
・動作改善の進め方講座

・模擬ライン（手組みライン）を使用する作業改善実習
・グループ発表～まとめ

・時間観測　ストップウォッチを使用する実習

経営中核人材育成プログラム

経営の立場の
計1計1計1計1計1計18時8時8時8時8時8時間間間間間間

場で

ゼミ

づノづくりを考えるでモノづ

工場見学

製
造
中
核
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

計3時間

■塾生コメント

社長から話を頂いた時「一番で卒業するので参加
させて下さい！」と大見栄を切り、誰よりも情熱を
持って参加させて頂きました。当社のような車メ
ーカにも最適なプログラムで、いい意味で想像を
大きく裏切った内容でした。席順一つからカリキュ
ラムの順番、全てのムダが抜かりなく排除され塾
生の事を考えられてつくられている。途中プログ
ラムがない時もあるが、それは改善する為の時間
として設けられている。そのことに気づいた時に
強いメッセージを感じるとともに感動しました。こ
れほどまでに僕たちの成長を考えてくれているな
んて!生涯高め合うことが出来るであろう最高の仲
間。単なる工場見学では絶対にできないだろう改
善の質の高さ。真の工場長になるための良い意味
での洗脳。半年間でたくさん成長させて頂きまし
た。迷われている方、安心して下さい！やる気と情
熱さえあれば絶対に自分と会社が変えられます！！

■経営者からのコメント

今回初めて養成塾に参加させて頂きましたが、
想像以上のボリュームで大変充実した研修であ
ったと感じております。特にグループ内での相
互訪問活動は、会社ごとの具体的なテーマに対
して、チューターからの指導や、塾生および大学
生による活発な議論を通じ、受講生のみならず
当社の社員までもが課題に対する気づき力を
高め、改善活動に積極的に取り組むことができ
ました。対象テーマラインが量産工程では無か
ったため、改善効果を期待できないのではと心
配しておりましたが杞憂に終わりました。
その他のカリキュラムにおいても、幅広く専門
の先生から指導して頂き、座学と実践で学んだ
ことをこれからの改善活動に大いに生かしてく
れると期待しております。

久野金属工業株式会社
代表取締役　社長
久野　忠博

久野金属工業株式会社
執行役員　工機部長
久野　寛弘
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